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　検査科の曽根は1998年入職、今年で72歳になるベテラン検査技師です。検査科長の金子と共に当院

の検査業務を支えてきました。一昨年より新型コロナウイルス感染症の検査を職員や患者さんに積極的に実

施する当院の方針もあり、コロナ簡易PCR検査機器「ID NOW」を使った検査や抗原検査の件数が増加

しています。黙 と々検査機器を回す彼女の頑張りが院内の感染拡大を最小限に抑えこむことができている

一因であり、発熱外来も含めた多くの検査オーダーに迅速に対応できる当院の強みとなっています。

 定年を迎えてもなお、彼女自身は自分の技能・経験を当院で活かしたいとの気持ちが強く、再雇用から常

勤で10年以上勤務し続けてくれましたが、今年7月からは一線を退き、パート職員として検査科を支えてくれ

ています。実は新たに検査技師の採用が決まったことで退職する予定でしたが、医局や看護部から要望が

あり、検査件数が多い泌尿器科外来の日のみ引き続き勤務することになったからです。彼女に話を聞くと

「病院で必要とされて嬉しいし、健康に気を遣いながらまだまだ頑張りたい」と元気に話してくれました。長年

にわたり当院の診療業務を献身的に支え続けた曽根は周りの職員にとって安心して仕事を依頼できる存在

です。

　彼女のこれまでの当院への貢献を評価して、是非理事長賞にご推薦申し上げます。

熱川温泉病院 曽根　和子（臨床検査技師）

長年にわたり検査技師として当院の診療業務を献身的に支え続けてきた功績。 

金子　文彦（検査科長）

今回退職する意向であった曽根ですが、周囲の希望もありパート職員として勤務し
続けてくれています。へき地でもあり検査技師の採用も難しかったので、定年後も勤
務を続けてくれて感謝しています。また、オーダー件数が増加している新型コロナ検
査に対応できたことなど病院の診療継続に大いに貢献してくれています。

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由




